
第
五
章

ケ
ガ
の
予
防
と
復
帰

一

は
じ
め
に

部
活
動
の
コ
ー
チ
は
す
べ
て
、
強
い
選
手
を
育
て
た
い
と
願
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
強
い
選
手
を
育
て
よ
う
と
す
れ

ば
そ
れ
に
見
合
う
訓
練
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
訓
練
が
過
度
に
な
る
と
傷
害
が
起
こ
る
。
多
く
の
コ
ー
チ
は
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
か
な
り
悩
む
。

私
も
実
は
コ
ー
チ
に
な
り
た
て
の
頃
、
訓
練
方
法
の
間
違
い
で
選
手
に
ず
い
ぶ
ん
ケ
ガ
を
さ
せ
た
。
私
が
選
手
の
健
康

安
全
管
理
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
昭
和
四
七
年
に
重
症
の
貧
血
で
エ
ー

ス
を
長
期
間
休
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
得
た
結
論
は
、
強
い
選
手
を
育
て

た
い
の
な
ら
、
コ
ー
チ
自
身
が
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
学
ぶ
事
と
、
選
手
の
ケ
ガ
や
病
気
に
対
し
て
安
心
し
て
取
り
組
め
る
体

制
づ
く
り
を
す
る
事
が
不
可
欠
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。

欧
米
で
は
コ
ー
チ
・
ド
ク
タ
ー
・
ト
レ
ー
ナ
ー
が
揃
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
分
野
に
お
い
て
選
手
の
管
理
・
指

。

、

、

、

導
を
し
て
い
る

そ
れ
が
理
想
的
な
姿
で
は
あ
る
が

国
内
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
現
状
は
そ
こ
ま
で
至
っ
て
お
ら
ず

ま
た

今
後
多
少
改
善
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
恩
恵
が
高
校
の
部
活
動
に
ま
で
及
ぶ
の
は
半
永
久
的
に
期
待
で
き
な
い
。
と
な

れ
ば
、
コ
ー
チ
が
一
人
三
役
を
引
き
受
け
る
か
、
そ
の
代
役
が
で
き
る
協
力
者
を
得
る
以
外
に
、
選
手
の
健
康
安
全
を
守

る
道
は
な
い
。

二

実

態

①

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

私
は
、
長
崎
県
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
の
実
態
を
知
り
た
く
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
五
九
年

度
の
長
崎
県
高
校
総
体
ベ
ス
ト
四
以
上
の
種
別
の
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
選
手
に
対
す
る
調
査
だ
っ
た
。
調
査
の
内
容
は
、

選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
の
予
防
に
対
し
て
コ
ー
チ
が
ど
れ
だ
け
の
準
備
を
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
傷
害
を
負
っ
た
選
手
が

復
帰
す
る
ま
で
に
い
か
な
る
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
る
か
、
を
知
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
八
年
後
の
平
成
四
年
度
に
卒
業
生
の
眞
鳥
紹
子
が
卒
論
研
究
の
た
め
に
そ
れ
を
引
き
継
い
で
さ
ら
に
詳
し
い

調
査
を
し
た
。
今
度
は
長
崎
県
在
住
の
、
日
体
協
・
日
整
会
・
日
医
会
認
定
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を

依
頼
し
、
医
師
が
ど
れ
だ
け
ス
ポ
ー
ツ
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
コ
ー
チ
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
意
見
を

持
っ
て
い
る
か
を
調
べ
た
。
回
収
率
は
、
両
年
度
と
も
に
コ
ー
チ
と
選
手
が
七
〇
％
以
上
、
医
師
が
五
七
％
で
あ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
集
約
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
現
在
、
多
少
な
り
と
も
練
習
に
支
障
を
来
す
よ
う
な
傷
害
が
あ
る
と
答
え
た
選
手
は
全
体
の
四
六
％

（
昭
和
五
九
年
度
三
九
％
）

・
選
手
が
ケ
ガ
を
し
た
時
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
医
師
が
い
る
と
答
え
た
コ
ー
チ
は
全
体
の
五
三
％

（
昭
和
五
九
年
度
は
三
〇
％
）

・
医
師
の
治
療
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
と
答
え
た
コ
ー
チ
は
五
六
％

（
昭
和
五
九
年
度
は
五
七
％
）

・
ケ
ガ
を
し
た
後
の
処
置
や
治
療
に
つ
い
て
、
心
強
い
相
談
相
手
は
コ
ー
チ
だ
と
答
え
た
選
手
は
十
三
％

（
昭
和
五
九
年
度
は
十
一
％
）



・
ケ
ガ
を
し
た
時
に
一
番
気
に
な
る
の
が
自
分
の
競
技
成
績
や
チ
ー
ム
に
迷
惑
を
か
け
る
事
で
あ
る
と
答
え
た
選
手
は

七
四
％
（
昭
和
五
九
年
度
は
六
六
％
）

・
ケ
ガ
を
怖
が
っ
た
り
ケ
ガ
を
し
て
弱
気
に
な
っ
た
り
す
る
選
手
は
非
常
に
少
な
い
。

・
選
手
の
ケ
ガ
の
発
生
や
回
復
の
長
期
化
の
原
因
に
つ
い
て
、
コ
ー
チ
側
は
自
己
反
省
し
て
い
な
い
項
目
を
医
師
は
原
因

と
し
て
指
摘
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
の
八
年
間
で
改
善
さ
れ
た
の
は
、
協
力
し
て
も
ら
え
る
医
師
を
得
ら
れ
た
コ
ー
チ
の
数
が
増
え
た
事
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
事
が
選
手
の
傷
害
の
軽
減
や
選
手
を
安
心
さ
せ
る
材
料
と
し
て
は
役
に
立
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
来

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
「
科
学
的
」
と
い
う
こ
と
ば
が
頻
繁
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
各
種
団
体
が
認
定
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ド

ク
タ
ー
が
次
々
と
生
ま
れ
、
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
委
員
会
や
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
会
と
い
う
組
織
が
出
来
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
医
学
的
・
科
学
的
に
研
究
す
る
動
き
は
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ
が
コ
ー
チ
の
選
手
管
理
や
指
導
に
影
響

を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
調
査
の

結
果
か
ら
見
れ
ば
ま
だ
ま
だ
先
の
事
の
よ
う
で
あ
る
。

②

症
例

以
下
に
示
す
の
は
、
昭
和
四
二
年
度
か
ら
平
成
三
年
度
ま
で
の
二
四
年
間
に
お
け
る
桜
馬
場
中
学
校
お
よ
び
鶴
鳴
女
子

高
校
の
選
手
の
傷
害
や
疾
病
の
症
例
で
あ
る
。

Ｎ
（
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｌ
）
＝
正
常

Ｇ
（
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
）
＝
優

Ｐ
（
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
）
＝
良

Ｆ
（
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
＝
可

Ｔ
（
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
＝
不
可

Ａ

足
関
節
捻
挫

ア

安
静
の
み
…
…
…
…
…
…
…
多
数

予
後
Ｎ

イ

要
ギ
プ
ス
…
…
…
…
…
…
…
四
例
（
三
ー
十
六
週
の
安
静

一
例
内
踝
剥
離
骨
折
）

予
後
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

ウ

要
手
術
…
…
…
…
…
…
…
…
一
例
（
内
踝
剥
離
骨
折
骨
片
除
去
手
術
）

予
後
Ｎ

Ｂ

疲
労
骨
折

ア

中
足
骨
…
…
…
…
…
…
…
…
二
例
（
四
ー
六
週
の
安
静
）

予
後
Ｎ
Ｎ

イ

脛
骨
・
腓
骨
…
…
…
…
…
…
六
例
（
四
ー
六
週
の
安
静
）

予
後
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

ウ

恥
骨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
例
（
三
ケ
月
の
安
静
）

予
後
Ｎ

Ｃ

ア
キ
レ
ス
腱
傷
害

ア

腱
炎
・
腱
鞘
炎
…
…
…
…
…
五
例
（
練
習
軽
減
・
完
全
休
養
・
復
帰
の
繰
り
返
し
）

予
後
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｇ

イ

不
全
断
裂
…
…
…
…
…
…
…
一
例
（
手
術
十
二
週
後
復
帰
）

予
後
Ｎ

ウ

完
全
断
裂
…
…
…
…
…
…
…
一
例
（
術
後
再
断
裂
。
合
計
一
年
半
治
療
後
ス
タ
メ
ン
）

予
後
Ｇ

Ｄ

そ
の
他
の
足
部
傷
害

ア

足
底
筋
膜
炎
…
…
…
…
…
…
一
例
（
練
習
軽
減
・
完
全
休
養
・
復
帰
の
繰
り
返
し
）

予
後
Ｇ

Ｅ

筋
断
裂

ア

大
腿
前
部
…
…
…
…
…
…
…
四
例
（
安
静
・
練
習
軽
減
約
三
週
）

予
後
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

イ

大
腿
後
部
…
…
…
…
…
…
…
三
例
（
安
静
・
練
習
軽
減
約
三
週
。
一
例
は
三
ケ
月
安
静
）
予
後
Ｎ
Ｎ
Ｎ

ウ

下

腿
…
…
…
…
…
…
…
…
二
例
（
安
静
・
練
習
軽
減
約
二
週
）

予
後
Ｎ
Ｎ



Ｆ

膝
関
節
傷
害

ア

保
存
的
治
療
の
み
…
…
…
…
六
例
（
慢
性
化
四
例
。
他
は
安
静
と
軽
減
）

予
後
Ｇ
Ｇ
Ｆ
Ｇ
Ｎ
Ｎ

イ

要
手
術
…
…
…
…
…
…
…
…
七
例
（
復
帰
ま
で
最
低
六
ケ
月
。
一
例
は
完
全
復
帰
）

予
後
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｎ
Ｐ
Ｆ

Ｇ

腰

痛

ア

安
静
の
み
…
…
…
…
…
…
…
五
例
（
安
静
・
練
習
軽
減
の
繰
り
返
し
。
慢
性
化
二
例
）

予
後
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｎ

イ

入
院
治
療
…
…
…
…
…
…
…
二
例
（
二
例
と
も
一
ケ
月
の
入
院
後
完
全
復
帰
）

予
後
Ｎ
Ｎ

Ｈ

肩
・
上
腕
・
前
腕
・
手
部
傷
害

ア

肩
関
節
脱
臼
…
…
…
…
…
…
一
例
（
そ
の
場
で
整
復
。
徐
々
に
復
帰
）

予
後
Ｎ

イ

手
首
骨
折
…
…
…
…
…
…
…
三
例
（
二
ー
三
ケ
月
で
復
帰
）

予
後
Ｎ
Ｎ
Ｎ

ウ

手
首
腱
鞘
炎
…
…
…
…
…
…
一
例
（
特
記
事
項
な
し
）

予
後
Ｎ

エ

母
指
Ｍ
Ｐ
関
節
脱
臼
…
…
…
一
例
（
そ
の
場
で
整
復
。
徐
々
に
復
帰
）

予
後
Ｎ

オ

小
指
Ｄ
Ｉ
Ｐ
関
節
脱
臼
…
…
一
例
（
そ
の
場
で
整
復
。
徐
々
に
復
帰
）

予
後
Ｎ

カ

突
き
指
…
…
…
…
…
…
…
…
多
数

予
後
Ｎ

Ｉ

ア
ラ
イ
メ
ン
ト
異
常

ア

大
腿
骨
前
捻
角
増
大
症
侯
群
二
例
（
痛
む
時
、
時
々
練
習
軽
減
）

予
後
Ｎ
Ｇ

イ

臼
蓋
形
成
不
全
…
…
…
…
…
一
例
（
選
手
生
活
を
断
念
）

予
後
Ｔ

ウ

膝
蓋
骨
骨
軟
化
症
…
…
…
…
二
例
（
一
例

経
過
観
察
。
一
例
手
術
）

予
後
Ｐ
Ｇ

エ

足
関
節
柔
軟
性
不
足
…
…
…
二
例
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
ボ
ー
ド
等
で
特
別
訓
練
）

予
後
Ｎ
Ｇ

オ

デ
ィ
ス
コ
イ
ド
…
…
…
…
…
二
例
（
二
例
と
も
摘
出
手
術
）

予
後
Ｎ
Ｆ

カ

関
節
過
柔
軟
性
…
…
…
…
…
一
例
（
足
関
節
手
術
）

予
後
Ｆ

Ｊ

内
科
的
疾
患

ア

鉄
欠
乏
性
貧
血
…
…
…
…
…
十
二
例
（
練
習
軽
減
。
鉄
剤
投
与
）

予
後
全
例
Ｎ

イ

熱
射
病
…
…
…
…
…
…
…
…
一
例
（
二
日
間
の
安
静
）

予
後
Ｎ

ウ

過
呼
吸
症
侯
群
…
…
…
…
…
三
例
（
そ
の
場
で
の
処
置
の
み
）

予
後
Ｎ
Ｎ
Ｎ

エ

マ
ル
フ
ァ
ン
症
侯
群
疑
い
…
一
例
（
医
師
と
相
談
の
上
、
観
察
下
継
続
）

予
後
Ｎ

オ

ヒ
ス
テ
リ
ー
…
…
…
…
…
…
一
例
（
選
手
生
活
断
念
）

予
後
Ｔ

カ

腎
結
石
…
…
…
…
…
…
…
…
一
例
（
通
院
）

予
後
Ｎ

キ

遊
走
腎
…
…
…
…
…
…
…
…
一
例
（
体
力
増
強
と
と
も
に
正
常
に
戻
る
）

予
後
Ｎ

ク

過
敏
性
大
腸
炎
…
…
…
…
…
一
例
（
選
手
生
活
断
念
）

予
後
Ｔ



Ｋ

年
間
の
疾
病
・
傷
害
罹
患
状
況
（
昭
和
六
二
年
度
か
ら
平
成
三
年
度
ま
で
の
五
年
間
）

年
度

人
数

内
科

傷
害

合
計

毎
月
の
、
疾
病
や
傷
害
に
よ
っ
て
練
習
を
休
ん
だ
述
べ
日
数

備

考

件
数

件
数

件
数

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

月

月

月

１
月

２
月

３
月

1
0

1
1

1
2

6
2

1
5

1
2

9
2

1
0

1
0

1
3

3
6

2
1

0
0

1
4

2
7

1
9

5

ＳＳ

田
端

63
1

5
3

0
1

5
4

5
1

9
3

0
1

8
1

2
2

7
4

4
4

8
1

7
1

7
2

8
1

7
15

田
端

松
山

平
元

・

15
1

2
1

0
2

2
1

3
0

2
0

1
1

4
9

1
2

5
9

3
2

2
8

1
2

平
２

松
山

1
5

1
6

1
1

2
7

8
3

1
0

1
4

2
6

1
3

0
3

3
1

2

平
３

松
山

1
5

1
4

2
4

3
8

0
3

0
1

3
3

0
2

7
1

9
32

11
7

7
2

Ｌ

鶴
鳴
女
子
高
校
に
於
け
る
重
症
症
例
選
手
の
環
境
・
身
体
・
性
格
的
特
徴
の
五
段
階
評
定
（
二
三
例
）

氏
名

卒
業

主
要
傷
害
名

体
力
的
特
徴

技
術
的
特
徴

性
格
的
特
徴

平
均

和
田
（
東
大
院
）
式

平
均

ズ

感

生
活

特
性
不
安

耐
性

年
度

瞬
発

持
久

柔
軟

調
整

ﾘ
ﾑ

判
断

集
中

協
調

闘
争

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ

ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ

5
6

3
3

Ａ
Ｓ

Ｈ
３

腰
部
捻
挫

５

５

４

５

４

５

５

４

４

４

２

３

５

３

5
6

00

Ｂ
Ｂ

Ｈ
３

腰
部
捻
挫

５

２

２

４

３

３

４

５

４

３

３

３

３

３

78
67

Ｃ
Ｂ

Ｈ
２

Ａ
Ｃ
Ｌ
損
傷

３

２

２

５

３

３

２

３

２

２

４

２

２

２

33
0

0

Ｄ
Ｓ

Ｈ
２

重
症
傷
害
多
数

４

３

５

５

４
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経
度
の
足
関
節
捻
挫
や
突
き
指
な
ど
の
頻
繁
に
起
こ
る
外
傷
を
除
き
、
多
少
と
も
練
習
に
影
響
を
及
ぼ
す
傷
害
や
疾
病

は
延
べ
八
九
例
に
昇
る
。
こ
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん
、
私
が
無
知
だ
っ
た
た
め
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、
事
後
処
置
が
不
適
切

だ
っ
た
た
め
に
治
り
が
遅
く
な
っ
た
も
の
も
あ
る
し
、
選
手
自
身
の
先
天
的
異
常
や
本
校
へ
来
る
前
に
す
で
に
傷
害
を
受

け
て
い
な
が
ら
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
る
。

そ
の
中
で
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
膝
の
傷
害
で
あ
る
。
膝
の
傷
害
は
予
後
が
悪
い
。
資
料
に
も
示
す
と
お

り
、
七
例
中
六
例
ま
で
が
Ｆ
以
下
、
即
ち
復
帰
し
た
と
し
て
も
大
半
が
受
傷
以
前
の
よ
う
に
は
活
躍
出
来
な
い
。
内
科
的

疾
患
で
は
、
特
に
カ
ゼ
な
ど
日
常
誰
で
も
か
か
る
病
気
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
も
精
神
論
で
か
た
づ
け
て
し
ま
う
傾
向
が

あ
る
が
、
免
疫
学
の
立
場
か
ら
も
、
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
リ
ン
パ
球
へ
の
影
響
か
ら
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
は

カ
ゼ
に
か
か
り
や
す
い
（
河
野
）
と
い
う
報
告
も
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
貧
血
に
つ
い
て
も
同
じ
事
（
第
四
章
）
が
言

え
る
。
前
掲
の
資
料
Ｋ
は
、
昭
和
六
二
年
度
か
ら
五
年
間
の
月
別
傷
害
疾
病
発
生
状
況
で
あ
る
が
、
中
学
時
代
ま
で
は
カ
ゼ
ひ

と
つ
ひ
い
た
事
が
な
い
と
自
慢
し
て
い
た
選
手
が
カ
ゼ
を
ひ
く
よ
う
に
な
っ
た
事
例
は
、
こ
の
五
年
間
に
限
ら
ず
過
去
に

も
多
い
。

資
料
Ｌ
は
、
重
症
の
ケ
ガ
の
一
覧
で
あ
る
。
重
症
と
は
、
長
期
療
養
を
要
す
る
よ
う
な
ケ
ガ
や
手
術
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
ケ
ガ
の
事
で
あ
る
。
特
徴
と
し
て
顕
著
な
の
は
、
私
が
桜
馬
場
中
学
に
い
た
八
年
間
で
は
一
人
も
重
症
の

ケ
ガ
を
負
っ
た
選
手
は
な
く
、
重
症
例
は
す
べ
て
鶴
鳴
に
移
籍
し
て
か
ら
の
も
の
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。
練
習
の
激
し
さ

と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
桜
馬
場
時
代
の
方
が
激
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
重
症
例
は
少
な
い
。

私
は
、
選
手
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
一
つ
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ケ
ガ
が
発
生
す
る
要
因
と
な
る
の
は
選
手

の
身
体
的
な
能
力
や
体
格
や
練
習
の
さ
せ
方
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
チ
ー
ム
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
の
方
が
強
い
要

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
チ
ー
ム
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
と
は
、
コ
ー
チ
と
選
手
の

人
間
関
係
や
選
手
同
志
の
人
間
関
係
、
ま
た
選
手
個
人
の
私
生
活
も
含
め
た
と
こ
ろ
か
ら
発
生
す
る
様
々
な
不
安
要
素
な

ど
が
関
係
し
あ
っ
て
起
こ
る
心
理
的
現
象
の
事
を
言
う
。

し
か
し
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
別
途
、
他
の
文
献
と
の
比
較
や
他
の
資
料
と
合
わ
せ
て
別
の
機
会
に
論
じ
る
事
に
し
た

い
。
こ
こ
で
は
実
例
の
紹
介
に
と
ど
め
て
お
く
だ
け
と
す
る
。

三

傷
害
や
疾
病
の
予
防

①

チ
ェ
ッ
ク

傷
害
や
疾
病
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
発
生
し
た
傷
害
や
疾
病
の
処
置
を
す
み
や
か
に
行
な
う
に
は
日
常
の

選
手
の
心
身
の
状
態
の
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
次
の
四
種
類
を
利
用
し
て
い
る
。

ア

カ
ル
テ

こ
の
カ
ル
テ
は
選
手
の
日
録
で
も
あ
る
。
記
入
す
る
内
容
は
、
日
常
生
活
に
関
す
る
事
（
食
事
や
睡
眠
等

、
練
習
に

）

関
す
る
事
、
傷
害
や
疾
病
に
関
す
る
事
で
あ
る
。
傷
害
や
疾
病
に
関
す
る
事
は
朱
書
す
る
。

イ

体
重
記
録
表

、

。

。

。

、

練
習
前
と
練
習
後

選
手
は
体
重
を
計
る

そ
し
て
そ
れ
を
各
自
記
録
表
に
記
入
す
る

観
点
は
二
つ
あ
る

一
つ
は

。

、

入
学
時
ほ
と
ん
ど
太
り
ぎ
み
で
入
っ
て
く
る
新
入
生
の
体
重
減
少
の
過
程
を
把
握
す
る
と
い
う
点
で
あ
る

も
う
一
つ
は

練
習
前
と
練
習
後
の
変
動
差
で
あ
る
。
差
が
ひ
ど
い
時
は
練
習
内
容
が
苛
酷
過
ぎ
る
か
給
水
休
息
の
配
分
が
悪
い
か
本
人



の
体
調
が
悪
い
か
で
あ
る
。

ウ

筋
力
測
定
表

毎
週
月
曜
日
は
、
グ
ラ
ン
ド
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
る
日
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
日
は
筋
力
測
定
を
す
る
事
に
し
て
い

る
。
筋
力
測
定
と
い
っ
て
も
正
式
な
筋
力
測
定
器
で
は
な
く
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
握
力
計
や
背
筋
力
計
で
あ
る
。
絶
対
欠

か
さ
ず
測
定
す
る
の
は
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
測
定
で
あ
る
。
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
測
定
を
始
め
た
の
は
、
膝
の
傷
害
と
大

腿
四
頭
筋
の
筋
力
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
が
強
化
さ
れ
た
ら

ケ
ガ
な
ど
恐
れ
ず
に
激
し
い
事
を
や
っ
て
も
よ
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。

確
か
に
、
大
腿
四
頭
筋
が
強
化
さ
れ
れ
ば
ふ
ん
ば
る
力
が
強
く
な
る
か
ら
転
倒
し
た
り
よ
ろ
け
た
り
す
る
事
は
少
な
く

な
る
。
し
か
し
、
訓
練
し
て
強
く
な
る
の
は
筋
肉
で
あ
っ
て
靭
帯
や
半
月
板
は
強
く
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ど
ん

な
に
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
が
強
化
さ
れ
て
も
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
り
悪
い
フ
ォ
ー
ム
の
ま
ま
練
習
を
続
け
た
り
す
る
と

膝
の
傷
害
は
起
こ
る
の
で
あ
る
。

日
録
・
体
重
記
録
表
・
筋
力
測
定
表
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
ま
で
は
毎
週
土
曜
日
に
必
ず
全
員
分
目
を
通
す
よ
う
に
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
必
ず
一
人
ひ
と
り
に
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
い
た
。
し
か
し
、
今
は
や
ら
な
い
。
日
常
の
し
つ
け
が
行

き
届
い
て
き
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

エ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

傷
害
の
程
度
は
同
じ
で
も
、
早
く
復
帰
出
来
る
選
手
も
い
れ
ば
復
帰
の
遅
い
選
手
も
い
る
。
そ
れ
は
、
自
分
の
身
体
に

起
こ
っ
た
異
常
に
対
す
る
抵
抗
力
が
一
人
ひ
と
り
違
う
か
ら
で
あ
る
。
負
け
ん
気
が
強
く
、
果
敢
に
敵
に
立
ち
向
か
っ
て

い
く
選
手
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ケ
ガ
で
い
つ
ま
で
も
ぐ
ず
ぐ
ず
と
復
帰
出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。
過
去
の
症
例
か
ら
、
痛

み
に
対
し
て
抵
抗
力
の
な
い
選
手
＝
意
気
地
の
な
い
選
手
、
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
事
の
出
来
な
い
、
両
者
に
は
何
か
別

々
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

こ
の
よ
う
な
事
を
発
見
す
る
に
は

「
ど
う
だ
、
少
し
は
痛
み
が
と
れ
た
か
？
」
と
、
声
を
か
け
て
や
っ
た
り
「
こ
う

、

す
る
と
ま
だ
痛
い
か
？
」
と
、
触
れ
て
み
た
り
す
る
診
察
を
し
ば
し
ば
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
医
学
用
語
で
こ
れ
を
問

診
と
か
触
診
と
言
っ
て
い
る
が
、
医
師
も
こ
の
よ
う
な
方
法
で
患
者
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
だ
か
ら
、
コ
ー
チ
が
選
手

理
解
の
た
め
に
そ
れ
を
行
な
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
コ
ー
チ
が
選
手
の
症
状
を
的
確
に
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
事
で
は
な
く
、
選
手
理
解
の
手
段
と
し
て
重
要
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。

②

教
育

ほ
と
ん
ど
の
指
導
者
が
技
術
の
事
に
関
し
て
は
、
な
ぜ
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
理
論
的
な
説
明
も

加
え
て
細
か
く
て
い
ね
い
に
選
手
に
教
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
技
術
指
導
と
同
様
に
、
疾
病
や
傷
害
に
対
し
て
の
知
識
も
選

手
に
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
専
門
的
に
な
ら
な
く
て
も
よ
い
。

例
え
ば
、

・
貧
血
の
予
防
と
治
療

・
捻
挫
直
後
の
処
置

・
筋
肉
の
け
い
れ
ん
に
対
す
る
処
置

・
腰
を
痛
め
や
す
い
姿
勢

・
ア
キ
レ
ス
腱
を
痛
め
や
す
い
走
り
方

・
膝
に
よ
く
な
い
ス
ト
ッ
プ
の
仕
方
や
着
地
の
仕
方

・
疲
労
骨
折
の
起
こ
り
方
と
治
し
方



な
ど
、
身
近
に
起
こ
る
例
か
ら
こ
れ
く
ら
い
の
事
は
少
な
く
と
も
選
手
が
わ
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
に
は
、

鉄
ア
レ
イ
を
持
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
選
手
に

「
今
、
ど
の
筋
肉
を
鍛
え
て
い
る
の
？
」
と
聞
い
て
も
、
ま

、

っ
た
く
見
当
違
い
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
正
し
い
知
識
を
持
た
な
い
で
練
習
し
て
い
る
選

手
に
は
、
い
く
ら
時
間
を
か
け
て
や
っ
て
も
無
駄
で
あ
る
。

③

コ
ー
チ
の
医
学
的
管
理
能
力
の
向
上

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
大
半
が
コ
ー
チ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
・
ド
ク
タ
ー
の
一
人
三
役
を
引

き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
と
私
は
思
っ
て
い
る

。
そ
し
て
、
ド
ク
タ
ー
の
役
目
を
引
き
受
け
る
な
ら
ば
ス
ポ
ー
ツ

）

医
学
に
精
通
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
以
下
の
三
種
類
の
方
法
で
私
は
学
ん
だ
。

ア

文
献
に
よ
る
学
習

医
学
書
を
基
礎
か
ら
読
む
の
は
難
し
い
し
、
ま
た
、
そ
れ
は
不
必
要
で
あ
る
。
我
々
が
知
り
た
い
の
は
選
手
に
関
す
る

事
だ
け
だ
か
ら
、
選
手
の
傷
害
や
疾
病
が
発
生
し
た
時
だ
け
医
学
書
に
目
を
通
せ
ば
よ
い
。
目
を
通
す
回
数
が
重
な
っ
て

い
け
ば
自
然
に
知
識
の
輪
は
広
が
っ
て
い
く
。
中
で
も
、
解
剖
学
は
絶
対
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

イ

医
師
と
の
連
携

文
献
に
よ
る
学
習
は
あ
く
ま
で
基
礎
知
識
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
選
手
の
傷
害
や
疾
病
の
予
防
や
処
置
に
役

立
て
る
に
は
あ
る
程
度
の
床
例
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
我
々
コ
ー
チ
は
医
師
で
は
な
い
か
ら
多
数
の
事
例
を
持
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
医
師
の
協
力
が
必
要
に
な
る
。
同
じ
膝
の
傷
害
で
も
保
存
的
治
療
で
治
っ
た
例
も
あ
れ

ば
手
術
し
な
け
れ
ば
治
ら
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
は
、
臨
床
例
を
豊
富
に
持
つ
医
師
に
聞
か
な
け
れ
ば
わ

か
ら
な
い
。

ウ

研
修
会
・
講
習
会
へ
の
参
加

昭
和
六
二
年
度
か
ら
、
長
崎
県
体
育
協
会
は
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
委
員
会
と
い
う
組
織
を
発
足
さ
せ
た
。
委
員
の
構
成
は

医
師
・
学
識
経
験
者
・
競
技
団
体
代
表
者
の
数
名
か
ら
成
る
。
私
も
そ
の
委
員
の
一
人
で
あ
る
。
現
場
の
コ
ー
チ
の
資
質

向
上
を
ね
ら
い
と
し
た
組
織
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
あ
る
が
、
私
が
担
当
し
て
い
る
の
は
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
座

で
あ
る
。
全
国
各
地
か
ら
講
師
を
招
き
、
年
二
回
講
習
会
を
開
く
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
と
ら
え
て
若
い
コ
ー
チ
た
ち
の

育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
私
は
自
分
自
身
の
研
修
も
重
ね
て
い
る
。

四

傷
害
や
疾
病
の
発
生
と
そ
の
処
置

①

診
断
と
治
療
開
始

今
で
は
、
傷
害
や
疾
病
が
発
生
し
て
も
選
手
が
不
安
感
を
抱
か
な
い
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
差
し
当
た
っ
て
の
処
置
ぐ

ら
い
は
出
来
る
。
し
か
し
、
治
療
や
専
門
的
な
検
査
は
医
師
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
医
師
に
依
頼
す
る
場
合
、

私
は
本
人
や
保
護
者
に
は
ま
か
せ
な
い
。
私
が
選
定
す
る
。
そ
れ
は
、
鶴
鳴
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
ど
の
よ
う

な
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
か
、
私
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
選
手
を
扱
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
事
を
よ
く
知

っ
て
い
る
医
師
を
多
数
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
整
形
外
科
・
循
環
器
専
門
内
科
・
血
液
専
門
内
科
・
の
三

医
師
は
学
会
で
も
著
名
な
医
師
で
あ
る
。

②

経
過
観
察



治
療
は
医
師
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
安
心
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
入
院
患
者
の
場
合
、
主
治
医
は
定
期
的
に
回
診

。

、

し
て
患
者
の
様
態
を
把
握
す
る

我
々
が
診
察
を
依
頼
し
た
選
手
は
医
師
が
毎
日
経
過
観
察
出
来
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

そ
の
代
役
は
コ
ー
チ
が
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
回
復
の
程
度
、
リ
ハ
ビ
リ
の
内
容
な
ど
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
を
、
細
か
く
医
師
に
報
告
す
る
義
務
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
医
師
と
コ
ー
チ
が
正
確
な
情
報
を
提
供
し
あ
う
事
に
よ
り
、
適
切
な
処
置
を
受
け
さ
せ
る
事
が
出

来
る
と
と
も
に
、
選
手
に
安
心
感
を
持
た
せ
て
や
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

五

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

①

障
害
評
価
テ
ス
ト

傷
害
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
治
療
直
後
か
ら
す
で
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
始
ま
る
。
半
月
板
切
除
手
術
後
の
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
（
大
腿
四
頭
筋
に
力
を
入
れ
る
訓
練
）
な
ど
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
寝
た
ま
ま
や
る
段
階
か
ら
、
立
つ
の
が
許
さ
れ
る
、
歩
く
の
が
許
さ
れ
る
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
許

さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
段
階
を
追
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
く
。

し
か
し
、
ど
れ
く
ら
い
の
強
さ
で
や
れ
ば
よ
い
の
か
、
何
回
ぐ
ら
い
や
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
判
断
を
誤
れ

ば
、
再
び
傷
害
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
障
害
評
価
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
事
か

ら
始
ま
る
。
そ
れ
に
は
次
の
四
種
類
の
内
容
が
あ
る
。

ア

徒
手
筋
力
テ
ス
ト

イ

関
節
可
動
域
テ
ス
ト

ウ

四
肢
周
径
の
測
定

エ

体
力
診
断
テ
ス
ト

②

プ
ロ
グ
ラ
ム

前
記
の
よ
う
な
資
料
を
も
と
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
。
こ
れ
は
、
医
師
と
相
談
の
上
で
作
成
す

る
が
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
患
者
（
選
手
）
に
毎
日
接
し
て
い
る
コ
ー
チ
が
責
任
を
持
っ
て
、
回
復
の
遅
速
に
見
合
っ
た

微
妙
な
調
節
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

順
序

機
能
を
回
復
さ
せ
る
に
は
正
し
い
や
り
方
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
行
な
う
。

ア

筋
力
維
持
訓
練

イ

関
節
柔
軟
性
回
復
訓
練

ウ

筋
力
増
強
訓
練

エ

筋
持
久
力
増
強
訓
練

オ

ス
ピ
ー
ド
増
大
訓
練

カ

協
調
性
回
復
訓
練

キ

全
身
持
久
力
増
強
訓
練

こ
れ
は
、
要
領
も
理
論
も
障
害
を
受
け
て
い
な
い
選
手
の
体
力
増
強
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
負
荷
や
回
数

や
頻
度
を
慎
重
に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六

復
帰
後



①

精
神
面
の
復
帰

復
帰
し
た
選
手
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、
相
手
と
接
触
す
る
よ
う
な
プ
レ
イ
を
避
け
る
。
こ
れ
は
、
身
体
的
に
は
回
復

し
て
い
て
も
精
神
的
に
は
回
復
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
選
手
に

「
こ
わ
が
ら
ず
に
や
れ
！
」
と
言
っ

、

て
も
無
駄
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
ケ
ガ
を
し
た
時
の
状
況
が
一
瞬
頭
を
よ
ぎ
る
か
ら
そ
う
な
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
そ
の
不

安
を
徐
々
に
解
い
て
や
る
し
か
な
い
。
そ
れ
に
は
、
一
度
傷
害
を
受
け
た
選
手
は
常
に
余
力
を
持
っ
て
プ
レ
イ
出
来
る
よ

う
に
し
て
や
る
事
が
肝
要
で
あ
る
。
練
習
で
も
試
合
で
も
、
精
一
杯
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
で
出
場
さ
せ
る
の
は

絶
対
に
禁
物
で
あ
る
。

②

テ
ー
ピ
ン
グ
の
効
用

元
来
、
テ
ー
ピ
ン
グ
は
傷
害
の
予
防
に
使
う
か
回
復
期
の
再
発
予
防
の
た
め
に
使
う
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
回
復
期

の
練
習
に
は
使
用
さ
せ
て
も
よ
い
の
だ
が
、
私
は
よ
ほ
ど
緊
急
な
場
合
で
な
い
か
ぎ
り
テ
ー
ピ
ン
グ
は
使
用
し
な
い
。
そ

れ
は
、
テ
ー
ピ
ン
グ
を
し
て
い
る
か
ら
少
々
無
理
し
て
も
大
丈
夫
だ
と
い
う
錯
覚
を
選
手
が
起
こ
し
て
し
ま
う
の
が
こ
わ

い
か
ら
で
あ
る
。

筋
肉
や
靭
帯
は
、
手
で
簡
単
に
裂
け
る
よ
う
な
テ
ー
プ
で
補
強
で
き
る
ほ
ど
弱
い
物
で
は
な
い
。
テ
ー
ピ
ン
グ
に
頼
る

か
わ
り
に
根
気
強
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
筋
力
を
回
復
さ
せ
る
事
こ
そ
が
大
切
で
、
決
し
て
現
在
の
筋
力
で
ふ
ん
ば

れ
る
以
上
の
無
理
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

③

装
具
の
着
用

テ
ー
ピ
ン
グ
は
さ
せ
な
い
が
装
具
は
使
う
事
が
あ
る
。
入
念
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
も
予
後
が
よ
く
な

い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
練
習
や
試
合
に
復
帰
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
そ
の
時
に
用
い
る
。
見
か

け
は
悪
い
が
関
節
の
不
安
定
性
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
テ
ー
ピ
ン
グ
よ
り
は
る
か
に
効
果
が
あ
る
。
た
だ
し
、
装
具
を
装
着

す
れ
ば
少
々
の
傷
害
で
も
プ
レ
イ
を
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
安
易
な
考
え
方
で
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
止
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
っ
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

七

お
わ
り
に

二
四
年
間
で
八
九
症
例
。
そ
れ
が
多
過
ぎ
る
の
か
普
通
な
の
か
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
確
か
に
、
ケ
ガ
人
の
世
話
に
追

わ
れ
て
自
分
が
コ
ー
チ
な
の
か
養
護
教
諭
な
の
か
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
ケ
ガ
人
が
続
出
し
た
時
も
あ
っ
た
し

「
あ
い

、

つ
さ
え
ケ
ガ
を
し
な
け
れ
ば
勝
て
た
の
に
…
」
と
悔
ん
だ
年
も
あ
る
。
し
か
し
私
は
、
こ
れ
ら
の
記
録
を
大
切
に
残
し
て

お
い
た
事
と
、
難
し
い
問
題
だ
と
し
て
尻
込
み
を
し
な
い
で
、
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
を
学
ん
だ
事
は
、
選
手
の
安
全

管
理
に
大
い
に
役
に
立
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。

地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
で
協
力
的
な
医
師
を
次
々
と
得
る
事
が
で
き
、
選
手
の
傷
害
や
疾
病
に
対
し
て
安
心
し
て
取

り
組
め
る
体
制
が
整
っ
た
。
私
が
無
知
だ
っ
た
た
め
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し
ま
い
、
大
い
な
る
希
望
と
夢
を
断
念
さ
せ
て
し

ま
っ
た
過
去
の
卒
業
生
た
ち
に
対
し
て
は
、
ど
ん
な
事
を
し
て
も
償
い
に
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
以
上
の
ケ
ガ
人
を
出
さ
な

い
た
め
に
、
ま
た
、
同
じ
問
題
で
悩
み
続
け
て
い
る
若
い
指
導
者
た
ち
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
努
力
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
う
。


